平成27年度　教育政策科学研究室　卒業論文　中間報告　2015年10月25日
政策　太郎　（＿＿＿＿＿分野）

タイトル（12ポイント）
―サブタイトル（11ポイント）―
1．章構成　(各章120字程度で概要を述べる)
序章：章タイトル　( 完成度 %)
　問題関心、問い、先行研究の達成水準と課題
第1章：章タイトル　( 完成度 %)
概要
第2章：章タイトル　( 完成度 %)
　概要
第3章：章タイトル　( 完成度 %)
　概要
第4章：章タイトル　( 完成度 %)
　概要
終章：章タイトル　( 完成度 %)
　概要
2．進捗状況
（これまで行った作業を具体的に記述する。夢や構想を述べる場所ではない）
(例) 先行研究を検討すると、○○が明らかになっているが、××は課題として残っている。
(例) ◎◎理論に依拠して、□□という仮説を立てた。
(例) ××データを入手し、△△分析を行った結果○○まで分かった。
(例) ◇◇にある▽▽資料を入手し、△△の方法で分析している。
(例) □□所属の○○にインタビューを行い、××について質問し☆☆のような回答を得た。
3．今後の課題
（残りの期間で実行可能なことを、具体的に記述すること）
(例) ▽▽に着目して、□□らの先行研究をレビューする
(例) ☆☆までに××にある○○資料を入手し◇◇の分析を試みる。
(例) ☆☆までに□□所属の○○にアポイントを取り、××に関する質問をする。
(例) ☆☆までに第◎章の執筆を終わらせる。
4．主要参考文献
（主要参考文献8本以内を、自分の研究領域のスタイルに合わせて示す）
●留意事項


残り約80日で論文を完成させるための報告会であることを踏まえ、現時点での進捗状況を具体的に示すこと。現時点で「あれもしたいこれもしたい」という報告は望んでいません。できていないことをごまかそうとしないこと。





●報告要項


・2015年10月25日(日)　13:00~　(18:00ごろ終了予定)


・教室未定。決定次第各教員より伝達する。ウェブサイトに掲載するので情報の更新に注意すること。


・報告10分以内(厳守)、質疑5分以内。


・報告の順番は未定。当日周知する。全ての時間帯に出席することを原則とする。


・当日やむを得ず出席できない（出席できない時間帯がある）場合は、指導教員に事前に相談すること。


・本様式に従うレジュメを10月23日(金)15:00までに下記メールアドレスへ提出する。(A4用紙2ページ以内)


・原則としてレジュメにより報告するが、例外的にスライド等を用いる場合には必要最低限にとどめる。スライドはレジュメとともに添付ファイルで提出すること。


教育政策科学研究室アドレス：<seisaku-1[at]sed.tohoku.ac.jp>
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